
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 第６回飯南ジョブフェアには、飯南町に関わる

１３の企業や団体が参加してくださいました。

様々な行事が変更や中止になる中、たくさんの

方々にご協力いただき開催できたことに感謝して

います。 

昨年度は、初の試みとして赤来中学校・頓原中学

校の１・２年生も一緒に話を聞きましたが、今年度

は新型コロナウイルス感染症対策として、中学生

はオンラインでの参加でした。また、オンラインで

参加してくださる団体もありました。 

 今回は、観光業や接客業を中心に、コロナ禍での

対策や様々な取組をお聞きしました。今までにな

かった新しい発想での働き方をお聞きすることが

でき、変化に対応していくことが求められる時代

を生き抜く生徒達にとって、とてもためになる時

間でした。また、その他の企業の方のお話では、「今

まで仕事内容を知らなかったが、自分達の生活に

とても関わりが深い」ことが分かり、地元企業の魅

力や町内で働く意義を感じることができました。 

生徒からは、「思っていたのとは違う仕事がある

ことや様々な働き方があることがわかった」「“楽

しんで仕事をする”という言葉がとても心に残っ

た。どの仕事も、大変なこと、しんどいことがたく

さんあると思うが、それを自分が成長する糧と考

えるポジティブさを持てる人に自分もなりたいと

思った」「地域に住む人がより住みやすいように

様々な方が力を合わせてよりよい町づくりをして

いることを知った。一人一人が町のために、地域の

ためにと、誇りを持って働いておられることが分

かり、自分も将来就いた職に誇りを持って誰かの

ためになることをしたいと思った」などの感想が

ありました。 

１３の企業や団体の中から、生徒は自分の選ん

だ４つの話を聞きました。その中で、自分の目指す

分野の話でなくても、仕事のやりがいや仕事に就

いた理由等をお聞きし、多角的な視点で職業を捉

えることができたようです。たくさんの刺激を受

け、目指している職業、その他の職業についても視

野を広げることができました。 



今回は、島根県人権同和教育課のスタッフが来校

され、ＬＨＲを見ていただいた後、教職員研修を行

いました。授業を振り返り、良かった点や改善点を

挙げ、次の授業改善へと繋げられるように協議しま

した。研修後半は、『進路保障』についての講義を受

けました。自他を尊重できる姿勢を持ち、差別のな

い社会を実現するために、大人の人権感覚を高めて

いく重要性を感じました。研修の中で、人権週間や

人権教育ＬＨＲはもちろんのこと、普段の生活の中

での身近な話題や会話も、人権教育に繋がるという

話があり、教職員として、日々人権感覚を磨いて生

徒に接していかなければ、と身の引き締まる研修と

なりました。 

生徒・教職員がお互いの人権を大切にし、学校全

体がよりよいものになっていくように引き続き取

り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、図書館パワーアップ事業により５００冊

の本を図書館に配架しました。図書委員会による選

書や、生徒からのリクエストにより、皆様の要望に

沿った多くの書籍を揃えることができました。 

本校では、各学期に１回、人権週間を設けていま

す。２学期、１年生は【言葉を大切にした 人間関係

づくり】を主題に、相手の気持ちや立場を尊重しな

がら、自分の言いたいことを主張するスキル（アサ

ーティブ）について学びました。いくつかの場面を

想定し、どんな言葉をかけたらいいのか考え、グル

ープで話し合いました。２年生は【部落差別（同和

問題）について考える】、３年生は【結婚差別に学

ぶ】を主題とし、人権教育Ｌ Ｈ Ｒ
ロングホームルーム

を行いました。 

生徒からは、「自分の言いたいことを伝えるのは

簡単だが、相手の気持ちも同時に考えて、お互いが

傷つかず嫌な思いもしないように発言することは

とても難しいと思った。一言で互いの気持ちが変わ

ってしまうかもしれないので、しっかりと考えて言

葉を発しないといけないと思った」「差別をなくし

ていくためには、私たちが正しい知識を持って行動

することが大切だと強く感じた。周りに流されない

強い心を持ちたい」「全員が自分の思いを大切にで

きて、周りもそれを尊重できる環境が大切だと思

う」などが聞かれました。こういった思いを、行動

に繋げていく大切さを意識できる時間となりまし

た。 

皆さんこんにちは、飯南高校 新生徒会長の

藤原寿人です。私が会長になったのは、生徒全

員が“けじめ”ある行動ができ、当たり前のこと

は当たり前にできる飯南高校を作りたかった

ためです。今年は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、様々な行事が中止となりまし

た。コロナ禍の中ですが「with コロナ」、コロ

ナウイルスと共に生活していく中で、最善の企

画を考え、飯南高校をさらに、活発な学校にし

たいと思っています。 

【生徒の皆さん！】人はそれぞれ違う個性を

持っています。その１人１人の個性を大切にし

たいので、意見箱を積極的に活用してくださ

い。よろしくお願いします。 

【会 長】藤原 寿人 

【副会長】平野 翔穫 

     塚本 真央 

【議 長】淺原 舜 

     安井 花音 

【書 記】大日方 龍 

     小野田 花菜 

【会 計】福田 丈真 

     上田 詩乃 

【役 員】小野 舞子 

     大野 詩織 

新生徒会長挨拶 

４週間という限られた時間でした

が、本当に濃密で充実した時間だっ

たと思います。実習が始まる前は「４

週間もあるのか…。不安だなぁ…。」

と思っていましたが、終わってみれ

ば「あっという間だったなぁ」という

気がしています。４年前、毎日通って

いた飯南高校でしたが、実習生とい

う立場で帰ってくると、見慣れたは

ずの景色が変わって見えるのも新鮮

でした。人懐っこい生徒たちと、それ

に心から向き合う先生方、その両方

が合わさって出来上がるのが“飯南

高校”なのだと、この実習を通して感

じました。そんな飯南高校で教育実

習ができて本当によかったです。４

週間、ありがとうございました！ 

４週間お世話になりました。非常

に充実した教育実習をさせていた

だきました。正直、教育実習に来る

前は、教員になるかならないか悩ん

でいましたが、飯南高校での実習を

通し、先生方の生徒への接し方、考

え方などを間近で感じることがで

き、教員を目指す決心がつきまし

た。本当に素直な生徒たちで、あり

きたりではありますが、話をした

り、一緒に授業を受けたりといった

日常が思い出として残っています。 

先生方、生徒の皆さん、４週間あ

りがとうございました。飯南高校

で、教育実習ができて本当に良かっ

たです。いつかまた会いましょ

う！！ 

飯南高校の皆さん、４週間ありが

とうございました。実習前は、長い

だろうなと思っていましたが、本当

にあっという間だったなと感じて

います。クラスは２年１組につかせ

ていただき、元気のあるクラスです

ぐに馴染むことができました。 

実習を通して、高校時代のことを

思い出す場面もあり、とても懐かし

く感じることができました。また、

たくさんの授業を経験させていた

だき、課題ばかりではありました

が、たくさんの発見がありました。 

２年後、教師として島根に帰って

きたいと思っているので、実習での

経験を生かして頑張ります。 

さて、一番人気のジャンルは何だと思いますか？

小説です。恋愛からミステリーまで貸し出しがあ

り、「朝読書の１０分間では時間が足りない」と、読

書を続けたくなるような本が入っています。冬休み

に１冊いかがでしょうか？ 

また、新型コロナウイルス感染症により普段の生

活が変わったことで、不安やストレスがたまってい

ませんか？心を整えるアドバイスをくれる本も多

く入っていますのでご利用ください。 

これからも利用しやすく、ホッとできる図書館を

目指し、図書とサービスの充実に力を入れていきま

す。保護者の皆様への貸し出しも可能ですので、学

校へお越しの際は図書館へお立ち寄りください。夢

中になる本との出会いがあるかもしれません。 

 

４週間の教育実習お疲れ様でした。生徒にとって、地元の先生に教えてもらうことは、

とても大切なことだと思います。教育実習生の皆さんは、将来必ず採用試験に合格し、

飯南高校にもどってきてください。私達教職員も、皆さんのように飯南の教育を志す生

徒を育てていくように頑張ります。 

 



第２４回島根県高等学校総合文化祭放送部門島根県大会 

【朗 読 部 門】平野 翔穫  

 

 

 

 

【アナウンス部門】小野田 花菜  

【オーディオピクチャー部門】 

【ビデオメッセージ部門】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１２月号 令和２年１２月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

１２月２６日（土）正午閉寮（～１月３日正午） 

 １月 ８日（金）始業式 

         ３年試験発表 

   １５日（金）３年学年末試験（～１９日） 

   １６日（土）大学入学共通テスト（～１７日） 

   ２０日（水）３年家庭学習期間（～２／２６） 

特別選抜及び推薦入学者選抜 

（生徒は特別休業日） 

２８日（木）１年生地域医療学習 

２９日（金）３年生出校日 
  

 ※年度当初の予定から変更になっています。 

今後も変更になる可能性があります。 

いろいろな活動をしています！ 

１学期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活

動ができませんでしたが、２学期から来島小学校すこや

かクラブ訪問、来島保育所訪問、学校のプランターの花

植え等、活動を再開しています。 

秋季協議会 

今年度初めての県内ＪＲＣ部の集まりとなりました。

各学校の活動報告会では、コロナ禍の中、各学校工夫を

凝らしてボランティア活動を行っており、多くのアイデ

アを得ることができました。 

お茶会を行いました 

 赤名にある「地域交流・チャレンジオフィス 福島邸」で

お茶会をしました。赤名地区の澤田様が本校の茶道同好会

との交流会を計画してくださったものです。地域の方１２

名と生徒４名が参加しました。今年度初めての茶会で生徒

は緊張もしましたが、何よりもお茶を楽しんでもらうこと

が大切だという講師の先生の言葉もあり、和やかな雰囲気

の中、行うことができました。 

 今年は新型コロナウイルス感染症のため、様々なお茶会

が実施できず、残念な思いをしていたので、とてもよい経

験になりました。参加いただいた赤名地区の皆様、お世話

してくださった澤田様、本当にありがとうございました。 

令和２年度島根県高等学校新人ハンドボール大会 

【予選リーグＡ】飯南 ３０－ ４ 松江高専 

        飯南 １０－１４ 松江南 


